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本 研 究 の 理 論 的 根 幹 を 成 し て い る ｢居 住 福 祉
（well-being）概念」は、比較的新しい福祉系の理念
であり、倉田氏は「福祉性価値」すなわち｢現存性価
値を新たに定義づけしながらその論拠づけに機能さ
せている。高齢期の家計の経済的自立に資する「持家」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の「持続可能性」の経済的価値は、理論上、リバース
モーゲージ・ローンの融資総額と等価であるとして論 
証している。リバーシブル・システムのメカニズムを
持家の所有権の分解理論をもって定義づけて、その論
証を試みている。現地調査を行っている。（倉田氏が
一級建築士や法学修士号、経営学博士号をすでに取得
している基礎的素養を有している実績をもって、上記
のような学際的研究をなし得るとみられる。）そして
同氏は、高齢者世帯の実態と不動産市場の取引形態の
絡み、「住み替え支援制度」の功罪、金融制度の後進
性などに関連してもリバースモーゲージ制度を検討
していることは注目される。 
以上の研究から倉田氏は、リバースモーゲージの転
換システムについて主として住宅の資産という側面
を重視し、多角的に調査分析を行い、とくにアメリカ、
オーストラリア、ハワイ、沖縄等の現地調査、面接実
施、フィールド・スタディを重視し現実に対応した研
究を行っているのは大きな特徴であり、リバースモー
ゲージについてすでに出版した著書に加えてさらに
補完的に本研究で行っているのは創造性に富んでい
る。外国語の会話力、読解力を生かして現地調査を行
っている。日本のこれからの高齢化社会の進展に対応
してリバースモーゲージの機能を分析しているのは
先駆的であり、さらに今後の学界に貢献することが期
待され、博士（経営情報科学）の学位論文として価値
あるものと認める。 
 
（受理 平成20年3月19日） 
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